
技術のおたずねにこたえて

〔おたずね〕　納入後2年になるラワン材の
建具（押入戸，ドア）に虫が発生しました。
製材後7～8ヵ月天然乾燥して使っておりま
すが，どのような対策が必要でしょうか。
　　　　　　　　　　　　（ M工場　H生 ）

〔おこたえ〕　おたずねの様子から発生した虫
は，乾燥したラワン材，ナラ材（白太部分）を好
んで食害するヒラタキクイムシと判断されます。
　この虫の被害の発見は成虫になったヒラタキ
クイムシが，材中から抜け出すときに，木粉を材
の表面に出すことによるのがほとんどです。その
ときにはすでに材のかなりの部分が食害されてい
る場合もあります。
　材から抜け出した成虫の寿命は20日程ですが，
この間に木材の表面から２～６mmの探さのとこ
ろに卵を産みつけます。そのため周りにラワン材

やナラ材で作った家具などがあれば，それらに被
害の広がるおそれがあります。また卵から幼虫，
さらに成虫となって一生を終るのに，２年もかか
る例があるので，おたずねのような場合もあるわ
けです。
　対策としては，木材の防・殺虫剤として市販さ
れている「クロルデン乳剤」を，刷毛塗りする方
法が良いでしょう。そのときに虫の発生した木材
だけでなく，周りの被害を受けると思われる木製
品にを塗布しておくことが必要です。
　また，未加工で残っている木材にも防・殺虫の
処理をしなければなりません。この場合は撒布が
可能ですから，クロルデン乳剤を撒布すると良い
でしょう。
　なお，天然乾燥に使っている場所や，その周り
にヒラタキクイムシが住みついている可能性もあ
りますので，ここにもクロルデン乳剤を撒布して
おきます。　　　　　　（林産試　技術科）
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